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令和７年７月２２日 

 

 広島圏域地域医療構想調整会議 

会長 山本 匡 様 

  

広島市西区地域保健対策協議会 

 会長  隅田 伸二 

 

 

意  見  書 
～荒木脳神経外科病院の地域医療支援病院の承認要件（患者収容施設数）認定について～ 

 

 

 医療法人光臨会が運営する荒木脳神経外科病院は、一部の病床を開放病床とし、地域のかかり

つけ医から多くの紹介患者を受け入れているほか、CT、MRI などの高度医療機器を備える共同施

設として運営しており、かかりつけ医等からの紹介による外来診療、検査、入院、地域の医療従

事者への研修及び救急診療を行っている。さらに、広島県指定の広島県リハビリテーション広域

支援センターや広島市西区医師会で行っている「西区在宅あんしん病院」の拠点病院として、こ

れまでも広島県及び広島市西区の地域医療を支えてきました。 

この度、当該病院が、地域との機能連携を進め、地域の中核病院として一層の役割を果たすこ

ととし、地域医療支援病院としての申請を行っているところ、地域医療支援病院の承認要件のう

ち、「原則 200 床以上」とする要件のみを充足しておりません。 

 しかし、広島市西区における、かかりつけ医等を後方支援する当該病院の機能は不可欠である

こと、また、近年の病床稼働率や救急搬送の受け入れ件数から鑑みて、200 床を満たしていない

としても、地域で求められる患者の収容に支障はないと考えられることなどから、「地域におけ

る医療の確保のために必要である」ものと考えており、当該病院は地域医療支援病院として、地

域に必要な病院であると考えています。 
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